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九州北部地域でのボーリング調査について 

 

 

 一昨年の洞爺湖サミット以降、日本は官民を挙げて地球温暖化対策に取り組んでおり

ます。当社はそのための技術開発の一環として、二酸化炭素の大規模削減が期待される

二酸化炭素の回収・貯留（ＣＣＳ）の大規模実証試験実現に向けて、事前調査作業を経

済産業省から委託を受けて行なっております。 

 この度当社は、経済産業省からのＣＣＳ実証試験候補地選定のための事前調査を、 

既に公表しております勿来・磐城（なこそ・いわき／福島県）、苫小牧（北海道）地域

に続きまして、九州北部地域におきましても地質調査を目的としたボーリング調査を下

記の内容で実施することになりましたので、お知らせ致します。 

 

【ボーリング調査の概要】 

1 目  的    地質データの収集（地質性状の把握） 

九州北部地域の炭田地帯には、ＣＯ2 の地中貯留に有望と考えられる古

第三紀の地層が広く分布しております。 

この地層でのＣＯ2 地中貯留が可能ならば、広域にわたる九州北部地域

でのＣＯ2地中貯留の可能性が検討できます。 

2 場  所    福岡県北九州市若松区響町 1 丁目 

3 期  間    平成 22年 4月～12月を予定 

4 方  法    ボーリング調査 1坑（深度 1,300 m） 

5 実施者     当 社（掘削工事等は専門会社に外注予定） 

 

（注）ＣＣＳ：Carbon dioxide Capture and Storage 

       二酸化炭素を分離・回収し、地中に貯留する技術 

以 上 

【添付資料】 

 九州北部地域におけるボーリング調査の実施について 

 

 



九州北部地域におけるボーリング調査の実施について 
平成 22 年 3 月 25 日

日 本 Ｃ Ｃ Ｓ 調 査 ㈱ 

 

Ⅰ．ＣＣＳ*1)とは 

深刻化する地球温暖化への有効な対策のひ

とつとして、二酸化炭素地中貯留（ＣＣＳ）

が注目されています。 

ＣＣＳとは、ＣＯ２排出源からＣＯ２を回収

し、地中８００ｍ以深の帯水層にＣＯ２を注入

し、ＣＯ２を半永久的に地中に封じ込める技術

です。 

*1) Ｃarbon dioxide Ｃapture and Ｓtorage の略 

 

Ⅱ．九州北部地域の地質的な特徴 

九州北部の炭田地域には、ＣＯ２の

貯留層として有望と考えられる古第

三紀（おおよそ 4,000～5,000万年前）

の地層が広く分布しています。この地

層にＣＯ２を貯留できれば、広域にわ

たる九州北部地域でのＣＯ２地中貯留

の可能性が検討できます。 

これまで、（財）地球環境産業技術

研究機構（ＲＩＴＥ）などが既存の地

質調査データによりＣＯ２貯留可能性

の机上検討を実施しておりますが、九

州北部での深部地質データが十分で

ないため、実地調査も踏まえた検討が

必要と考えております。 

そのため、これまで調査が十分に行

われていない古第三紀層についてボ

ーリング調査を行い、ＣＯ２貯留の可

能性検討のためのデータ収集を行い

ます。 

Ⅲ．地質調査ボーリングの概要 （経済産業省の委託事業の 
      一環として実施） 

 調査目的：古第三紀層の地質性状の把握 

 ボーリング調査候補地： 

北九州市若松区響町１丁目（図２の●）  

 掘削深度：1,300m（垂直掘り） 

 坑井の大きさ：直径 98㎜（坑底） 

 調査内容：地質観察、物理検層（地層の測定）、 

坑井テスト、コア分析など 

 調査予定期間：Ｈ２２年４月～Ｈ２２年１２月 

 調査スケジュール 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

準備　 予備 期間

準備・その他
機 器搬入 掘削・試験（１５０日間） 現状復旧

ボーリング調査

※１　調査終了後は直ちに埋孔し、現状復旧します。
※２　調査スケジュールは今後の詳細検討により変更する可能性が有ります。

 

 地質調査ボーリングの事例写真 

    

       ボーリング調査全景    ボーリング機械 

    

      安全装置（暴噴防止装置）  採取した地質サンプル（コア）とコアビット 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図３ 坑井概要図 
図１ ＣＣＳモデル図 

図２ 九州北部地域ボーリング調査の候補地 

添付資料  

地表面 

深度 1,300ｍ 
Φ98mm 

● 


